
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入間市地域公共交通計画 概要版 
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基本事項 

●計画の背景と目的 

 

 

 

 

 

 

 
 

●計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●計画の期間 

令和5年度から令和9年度までの5年間 
 

入間市の現状・意識調査結果から見えた課題 

●入間市の概況と公共交通の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入間市地域公共交通計画 
入間市地域公共交通網形成計画 

地域公共交通の活性化及び再生に 

関する法律 

 

主な関連計画 
第２期入間市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

入間市公共施設マネジメント事業計画 

近年、少子高齢化、マイカー依存、ライフスタイルの多様化、新型コロナウイルス感染症の影響

により公共交通の利用者は減少しています。また、運転手等の担い手不足も大きな課題となってい

ます。一方で、学生や自動車を運転できない高齢者、運転免許証返納者の増加などにより、公共交

通の需要は増加していくことが想定され、将来にわたって利便性の高い公共交通の維持や確保が求

められていますが、市民や公共交通利用者の公共交通に対する満足度は低い状況にあり、課題が残

されています。 

こうした背景を踏まえ、地域公共交通のより一層の利便性向上を図るとともに、将来にわたり持

続可能な公共交通を維持していくために、「入間市地域公共交通計画」を策定しました。 

図 入間市の人口と高齢化率の推移 

出典：実績値：総務省統計局「2020年国勢調査」 

   推計値：入間市人口ビジョン2015 

 

①人口は減少傾向である一方、高齢化率は42％
まで上昇する見通しとなっています。 

図 埼玉県の運転免許証返納者数 

出典：警察庁「運転免許統計（平成29年度～令和3年度）」 

②埼玉県の運転免許証返納者数は、平成29年
度及び平成30年度に比べ、令和元年度以
降、増加傾向です。 

 

上位計画 
入間市都市計画マスタープラン 改定版 

第６次入間市総合計画・後期基本計画 

法律 

前計画 

入間市 SDGs未来都市計画 

【推計値】147,479

16,610

85,174

42,924

42 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

高
齢
化
率
（
％
）

人
口
（
人
）

年

総人口（人） 年少人口（人）
生産年齢人口（人） 老年人口（人）
高齢化率



 

- 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35 34 34 

24 27 25 25 24 

18 19 

11 11 11 
8 8 7 7 7 

5 5 
2 2 2 1 1 

79 79

78

56
61

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

利
用
者
数
（
千
人
）

鉄道利用者数（日平均利用者数）

入間市駅 武蔵藤沢駅 仏子駅

元加治駅 金子駅 5駅合計

13,147 13,133 
12,729 

9,017 
9,639 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

（人）

西武バス入間市内運行系統利用者数

（日平均利用者数）

図 コミュニティバスの収支率 

図 公共交通利用可能地域 

図 てぃーろーどの利用者数 

③鉄道の利用者数はコロナ禍により大きく減少
し、令和3年度は回復傾向にあります。 

④路線バスの利用者数はコロナ禍により大きく減
少し、令和3年度は回復傾向にあります。 

図 路線バスの利用者数 
出典：西武バス提供資料 

⑤てぃーろーどの利用者数はコロナ禍により大き
く減少し、令和3年度は回復傾向にあります。 

⑦コミュニティバスの収支率はコロナ禍により大
きく減少し、令和3年度は回復傾向にあります。 

⑧人口カバー率は89.1％と、市民のほとんどが公
共交通を利用できる状況です。 

図 シャトルバスの収支率 

図 鉄道の利用者数 
出典：西武鉄道HP、JR東日本HP 

⑥てぃーワゴンの利用者数はコロナ禍により大き
く減少し、令和3年度は回復傾向にあります。 
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●市民意識調査の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●バス利用者意識調査の結果 

 

 

 

 

 

 

   

満足

17%

やや満足

13%

普通

39%

やや不満

20%

不満

10%

無回答

1%

[回答者数：571人]

図 バスの満足度 

①バスの満足度は、西武バスは「満足」と「不満」の割合が同程度ですが、コミュニティバスは「不

満」の割合の方が高くなっています。 

②コロナ終息後の外出回数の見通しにおいては、各目的において「戻らない」と考える方が一定数存在

しています。 

図 コロナ終息後の外出回数の見通し 

③市内の充実すべき交通手段は、「バス」が最も
多く全体の約43％を占めています。 
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[回答数：2862（複数回答あり）

「バス」の回答割合 

約43％ 

④半数以上の方が「便利になるのであれば、多少
運賃が上がってもよい」と回答しています。 

図 市内の充実すべき交通手段 

図 コミュニティバスに対する考え 

①利用者の満足は、「満足」の方が「不満」の割
合を上回っています。 

②不満理由は「運行本数の少なさ」が多くなって
います。 
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運行本数を増やしてほしい

通勤・通学時間帯の運行本数を増やしてほしい

早朝・深夜の運行をしてほしい

定時運行してほしい

バス停を増やしてほしい

バス停の位置を変更してほしい

その他

[回答数：258（複数回答あり）]

図 バス利用者の満足度 図 バスの不満理由 

【西武バス】 
満足

10% やや満足

10%

普通

27%

やや不満

39%

不満

12%

無回答

2%

[回答者数：167人]

【てぃーろーど】 
満足

4%
やや満足

11%

普通

32%
やや不満

34%

不満

14%

無回答

5%

[回答者数：44人]

【てぃーワゴン】 

テレワークやオンライン授業が定着し

たため、コロナ前には戻らないと思う

6%

出社や登校は必要なので、コロ

ナ前に戻る あるいは、既に

戻っていると思う

23%

通勤・通学はし

ていない

25%

その他

5%

無回答

41%

[回答者数：1323人]

【通勤・通学】 
ネットショッピングやデリバリーなどの利用

ができるので、コロナ前には戻らないと思う

13%

商品を見て買いたいので、

コロナ前に戻る あるいは、

既に戻っていると思う

48%

その他

5%

無回答

34%

[回答者数：1323人]

【買い物】 
人との接触や密になることが不安な

ので、コロナ前には戻らないと思う

19%

感染の不安が無くなれば、コロナ前に戻

る あるいは、既に戻っていると思う

48%その他

3%

無回答

30%

[回答者数：1323人]

【観光、レジャー、外食】 

今より便利になるの

であれば、多少運賃

が上がってもよい

56%

今と変わらなくても

いいので、運賃の

値上げには反対

19%

今より不便でも

構わないので、

運賃を下げて

ほしい

1%

その他

16%

無回答

8%

[回答者数：1323人]
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●現状・課題のまとめと解決の方向性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜現状及び課題＞ ＜課題解決の方向性＞

高齢化の進行

高齢者の運転免許証返納者の増加

自動車依存・公共交通離れ

満足度の低さと利用者ニーズへの対応

新型コロナウイルス感染症による利用者の減少

方向性①

利用者にとって使いやすい公

共交通サービスを提供してい

きます。

方向性②

現在の公共交通体系を維

持していくため、利用促進を

行っていきます。

コミュニティバスに関する情報の周知不足

コミュニティバス収入額の減少



 

- 5 - 

 

基本方針、目標 

●基本理念・基本方針 

本市の最上位計画である「第６次入間市総合計画」では、まちの将来像として「みんなでつくる 

住みやすさが実感できるまち いるま」を掲げています。また、まちづくりの具体性を示す「入間市

都市計画マスタープラン 改定版」では、「利便性のよいまち」を将来像の一つの目標としています。 

これらの上位計画および行政計画における将来像の実現と、本市の現状および市民や利用者の意

識調査から見える課題の解決に対応する公共交通の目指す姿を基本方針とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●目標 

これまでに整理した課題の解決のために、本計画での目標を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

より利便性の高い公共交通サービスの提供 目標① 

持続可能な公共交通体系の実現 目標② 

市民、事業者、行政が一体となった実施体制の継続 目標③ 

 
 課題解決の方向性「公共交通の維持と利用促進」 

 

今後、さらに公共交通を必要とする利用者の増加が見込まれています。一方、新型コロ

ナウイルス感染症の影響などによる利用者の減少に対応していくため、市民、事業者、行

政三者の連携・協力体制の維持・充実を図るとともに利用促進に取り組みます。 

 
 課題解決の方向性「利便性の高い公共交通サービスの提供」 
 

本市では、概ね市内全域で公共交通が整備されていますが、市民意識調査結果におい

て、コミュニティバスの満足度は低く、運行本数の不足、認知度等の課題が明確となって

います。公共交通を安心して快適に利用してもらうため、より利便性の高い公共交通サー

ビスを提供するとともに効率性の向上に努めます。 

 

基本方針①  市民が利用しやすい公共交通体系の構築  

基本方針②  市民、事業者、行政の協働による持続可能な公共交通の構築  
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目標達成のための施策・事業と評価 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た 

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
導
入 

＜目標達成のために検討する事業＞ 

数値目標の達成状況の評価について 
評価指標の達成状況を入間市地域交通協議会で評価・検証を行うこととし、毎年のモニタリングを

継続的に実施していきます。必要に応じて事業の実施や継続について議論を行い、計画の見直しを実
施します。 

 

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
交
通 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

利
用
促
進
策
の
実
施 

＜評価指標＞ 

目標① 

指標 
現状値 

(R3年度) 

目標値 

(R9年度) 

指標① 

公共交通の 

利用者数 

西武池袋線入間

市駅利用者数 

26,651人

／日平均 

現状値以上 

JR 八高線金子駅

利用者数 

1,496人 

／日平均 

西武バス入間市

内系統利用者数 

9,639人 

／日平均 

てぃーろーど 

利用者数 
120,502人

／年 

てぃーワゴン 

利用者数 

28,126人

／年 

指標② 

公共交通利

用可能人口 

公共交通利用可

能人口割合 
89.1％ 現状値以上 

指標③ 

バス交通満

足度 

バス交通満足度 

てぃーろー

ど：20％ 

てぃーワゴ

ン：15% 

てぃーろー

ど：37％ 

てぃーワゴ

ン：31% 

指標④ 

コミュニテ

ィバス認知

度 

コミュニティバ

ス認知度 

「運行して

いるのを知

らなかっ

た」58人 

0人 

目標② 

指標 
現状値 

(R3年度) 

目標値 

(R9年度) 

指標⑤ 

コミュニティ

バス収支率 

てぃーろーど

収支率 
15.2％ 

現状値以上 
てぃーワゴン

収支率 
7.6％ 

指標⑥ 

財源の確保 

広告掲載数 2 3 

ネーミングラ

イツ締結数 
1 2 

 

目標③ 

指標 
現状値 

(R3年度) 

目標値 

(R9年度) 

指標⑦ 

イベントの開

催 

イベント・キ

ャンペーン等

の開催回数 

－ 1 

 

着手時期 短期間で着手(1～3年) 中期間で着手(4年以降) 

運行本数、ルート、ダイヤの見直し 

交通モード間の連携 

（乗り継ぎ利便性向上） 

近隣市との連携 

民間企業の輸送サービス等 

地域の輸送資源との連携 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・

シ
テ
ィ
へ
の
貢
献 

EV車両・FCV車両の導入 

新たな交通モードの検討 

（デマンドタクシー、自動運転等） 

バスロケーションシステムの導入 

利用促進に向けたイベント・キャンペ

ーンの実施 

観光施策との連携 

広報・周知活動の強化 

財
源
の
確
保 

コミュニティバスの料金体系の見直し 

公告掲載、ネーミングライツ事業の継続 
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公共交通の位置づけと役割分担 

本市では、平成 30年 1月に、てぃーろーどの大幅再編、てぃーワゴンの新規導入を行い、鉄道、路

線バス、コミュニティバス、タクシーなど複数の公共交通が連携することにより市内の移動環境の向

上に努めてきました。 

これらの公共交通は、移動範囲や輸送量など各々の特性に応じて、その役割を果たしており、各公

共交通機関が連携して公共交通網を形成・維持しつつ、利便性の向上を目指す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 各公共交通が担う役割と位置づけ 

 

表 各公共交通が担う役割と位置づけ 

位置付け 機能・役割 交通機関 確保・維持策 

広域幹線 行政区域を超えた広域的な移動、

交流、連携を支える路線 

鉄道 

 

交通事業者と協議の上、一定

以上の運行水準を確保 

地域間幹線 市内の拠点間および広域幹線への

アクセス、近隣市間の移動、交

流、連携を支える路線 

路線バス 交通事業者と協議の上、一定

以上の運行水準を確保 

地域内支線 市内の拠点間および広域幹線・地

域間幹線へのアクセス、公共交通

空白地域の解消を担う路線 

てぃーろーど 

てぃーワゴン 

交通事業者と連携した取組に

より一定以上の需要を確保 

個別輸送 個別のニーズに応じた移動を担う タクシー － 

 

鉄道 

移
動
範
囲 

広域（市外）

輸送量/制限 

狭域（地域内） 

大人数/不特定多数

てぃーワゴン 

てぃーろーど 

※個別輸送 タクシー 
小人数/限定

路線バス 

※個別輸送 

広域幹線 

地域間幹線 

地域内支線 

入間市地域公共交通計画  令和5年3月策定  入間市都市整備部都市計画課 

〒358-8511 入間市豊岡一丁目16番1号  電話 04-2964-1111 


	基本事項
	●計画の背景と目的
	●計画の位置づけ
	●計画の期間

	入間市の現状・意識調査結果から見えた課題
	●入間市の概況と公共交通の現状
	●市民意識調査の結果
	●バス利用者意識調査の結果
	●現状・課題のまとめと解決の方向性

	基本方針、目標
	●基本理念・基本方針
	●目標

	目標達成のための施策・事業と評価
	公共交通の位置づけと役割分担

